
蹟

• 
明
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強
隅

慶
告
税
論

i
ル
の
枇
曾
拳
概
念
・
・
・
・
・
・
・
講
師
文
皐
博
オ

露
西
亜
の
新
経
済
政
策
さ
農
業
・
-
教
授
法
串
博
士

土
佐
の
百
姓
一
撰
・
・
・
・
・
・
数
投
組

Z
Z

院

内

強

調

支
那
問
題
管
見
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
敬
技
法
山
中
博
士

抱
肌

聾

神

戸

正

雄

米
田
庄
太
郎

河

田

嗣

耶

黒

正

巌

教
授
法
皐
幅
士
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プ
ル
ゲ
ン
氏
自
諸
一
枇
曾
主
義
評
論
・
教
授
法
串
博
士

琉
球
の
慶
長
役
以
後
・
・
・
・
・
敬
授
法
単
一
博
士

田

島

錦

治

山
本
美
越
乃

第-.... 司、

雑

錨
融
町

H
銀
指
数
柑
用
の
一
指
標

伊
太
利
の
リ
ラ
貨
引
上
策
に
つ
い

τ

長
週
明
景
気
循
環
じ
附
す
る
一
研
究
・
・
経
済
皿
工

梅
雨
考
・
・
・
・
・
・
・
・
・
敬
授
法
事
博
士

財菊 松 崎

部田岡川

静太孝虎

治郎児三

講
師
締
桝
串
士

現

-
組
抽
間
半
土
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日
銀
相
鍛
利
用
。
一
指
標

第
二
十
四
巻

宜
凡
凹

第

捜

p.~ 

O 

雑

録

で
あ
る
。

然
ら
ば
、
比
の
指
数
は
何
を
語
る
炉
、
換
言
す
れ

一
ば
、
此
叫
指
数
の
倣
の
増
加
或
は
減
少
を
以
「
て
、
謂

一
ふ
所
の
物
一
償

ω騰
落
ご
は
一
蝿
何
ん
で
あ
る
か
。
此
の

一
指
一
放
の
利
用
者
以
、
先
づ
、
此

ω問
に
答
へ
る
責
任
が

一
あ
る
。
で
な
げ
れ
ば
、
彼
等
が
此
の
指
数
に
依
っ
て
何

7
e語
ら
ん
正
し
た
の
か
、
叉
、
果
し
E
何
を
論
じ
た
の

一
口
に
物
倒
指
数
記
云
っ
て
も
、
そ
れ
が
何
を
語
る
一

L

炉
、
続
憐
上
、
之
を
斑
解
す
る
こ
Z
が
出
来
な
い
か
ら

か
は
必
T
Lも
明
ら
か
で
は
な
い
。
具
飽
的
に
、
去
の
-
で
ゐ
る
。
併
し
、
此
の
貼
に
就
い
て
は
、
従
来
何
等

ω

有
つ
意
味
が
奥
へ
ら
れ
ず
¥
初
め
て
純
輔
胴
上
の
意
義
を
一
一
説
明
も
奥
へ
ら
れ

τお
ら
す
、
現
解
に
迭
す
る
遁
も
閲

生
示
品
。
噂
}
の
こ
ご
は
パ
般
に
本
誌
前
枕
仁
於
て
・
筆
一
か
れ
て
は
お
ら
な
い
。

ヰ

一

者

ω述
べ

打

作

所

で

あ

る

。

一

=

現
在
、
我
闘
に
於
t
調
査
品
HAh-
ら
れ

t
ゐ
る
物
侭
÷
珂
論
上
、
一
定
的
・
立
場
か
ら
|
|
勿
論
.
そ

ω立
場

指
欽
は
可
な
h
多
い
の
で
ゐ
る
が
、
そ
の
中
殊
に
、
日
一
の
明
ら
か
で
な
い
も
の
は
問
題
外
で
あ
る
|
|
日
銀
指

本
銀
行
の
俊
表
す
る
所
の
東
京
卸
貨
物
倒
指
数
、
所
叫
明
一
敏
γ
批
評
す
る
こ
ご
は
自
由
で
あ
b
、
叉
、
理
論
並
に

日
銀
指
数
は
庚
〈
行
は
札
、
物
償
勝
賞
以
は
物
便
下
落
一
賞
際
の
何
れ
内
・
方
面
か
ら
t
T
h
府
民
盆
の
ゐ
る
こ
E
は

は
、
常
に
此
凶
指
数
山
上
下
を
以
っ
て
一
五
縛
さ
れ
て
ゐ
↑
云
ふ
迄
も
な
い
。
併
し
、
よ
ち
嘗
耐
山
問
題
で
あ
り
、

る
己
云
っ
て
も
決
し
て
過
言
で
は
品
る
ま
い
。
風
十
者
並
一
緊
要
な
こ

Z
は
、
由
時
へ
ら
れ
た
指
数
を
生
か
し
て
使
ふ

に
質
際
出
品

ω兎
角
り
批
評
は
ゐ
ゐ
が
-
何
し
ろ
、
現
在
こ
ど
で
め
る
。
言
葉
を
換
へ
て
一
五
へ
ば
、
主

ω布
三
恵

重
要
視
吾
い
れ
、
費
用
苫
れ
て
ゐ
る
こ
ピ
は
守
へ
ぬ
事
賞
味
を
理
解
し
て
、
利
用
的
限
界
を
朋
儲
仁
定
め
る
こ
Z

言葉

霧

日
銀
指
数
利
用
の
一
指
標

蛤

)11 

虎

報捌楠「物慣捕監の車l球J紐済論叢第二十四巷第二幌、

H 我圏内物(聞措置に就いては.蕗#博士極構統計 p.45.紺間民論支{担商事前集

第二笹第三腕)、都民論文(向業組憐論叢第凹磐)等に紹骨せられてゐる.
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そ
れ
が
測
り
得
る
も
の
を
測
h
、
測

-o
得
5

る
も
の
金
測
ら
う
ど

L
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

此
の
意
味
に
於
て
、
一
定
り
目
的
上
、
物
園
間
指
数
は

如
何
じ
作
ら
る
べ
き
か
の
問
題
ご
共
に
、
興
へ

ιれ
た

物
倒
指
数
が
何
を
語
る
か
-v
研
究
す
る
一
}
正
は
、
甚

H
e
h

重
裂
で
め
る
。
日
銀
指
数

ω
一
場
合
に
於

τも
、
筆
者
は

此

ω事
を
強
制
し
た

ν
ご
思
ム
。
を
れ
は
此

ω指
款
の

奥
山
町
刺
用
を
可
能
な
ら
し
め
る
か
ら
で
ゐ
品
。
併
し
・

賞
際
問
題
正
し

τは
、
多
〈
の
場
合
、
ニ
れ
は
期
し
得

ιれ
な
い
と

E
で
あ
る
ご
一
五
ふ
・
』
Z
は
・
甚
だ
遺
憾
で

あ
る
芯
一
去
は
ね
ば
な
ら

ρ
。
何
ん
芭
な
れ
ば
、
指
数
作

製
に
就
い
で
秘
密

(
T
V
が
守
ら
れ
て
ゐ
る
か
ら
で
ゐ

る
。
猪
閥
事
士
が
日
銀
指
数
に
就
い
て
、
失
の
如
〈
一
五

は
れ

τゐ
品
。

「
日
本
銀
行
の
物
倒
指
数
は
我
国
り
指
紋
中
最
も
構

成
ゐ
る
も
の
ご

L
て
け
頻
b
に
引
用
せ
ら
れ
、
之
が

作
製
法

ω理
解
は
極
め
て
必
要
で
あ
る
が
、
不
幸
・
じ

も
そ
の
多

f
は
秘
密
に
附
せ
ら
れ

τゐ
る
。
-

斯
る
調
査
に
就
い
て
は
調
査
蛍
事
者
自
ら
進
ん
で
共

の
方
法
及
原
材
料
の
詳
細
を
目
白
表
せ
ら
れ
ん
事
を
希

で
あ
る
。車量

錐

日
銀
揖
揖
制
用
。
一
揖
蝉

留
一
せ
，
き
る
を
得
な
い
c
L

筆
者
の
考
へ
る
所
に
依
れ
ば
、
詳
細
に
公
表
し
な
い
芭

云
そ
M
Z
は
、
指
数
的
意
味
を
明
確
に
刑
判
へ
な
い
さ
い

ふ
・
』
古
で
あ
っ
て
、
杢
然
・
指
数
を
俊
表
す
る
目
的
が

失
は
れ
て
[
ま
ふ
己
息
ふ
の
で
あ
る
。
若

t
、
詳
細
の

一
公
表
を
雄
ふ

ωで
め
れ
ば
、
そ
の
指
数
の
意
味
を
何
等

か
の
形
に
於
主
説
明
し
な
り
れ
ば
な
ら
な
い
。
刀
は
奥

へ
る
が
、
双
が
附
り
て
な
い
。
そ
れ
が
我
国
じ
最
も
康

〈
行
は
れ
て
ゐ
る
指
数
で
あ
る

I

快
刀
乱
麻
守
断
つ

の
経
糖
論
の
生
ま
れ
品
川
こ
古
色
賞
然
で
は
ゐ
る
ま
い

か
。
恐
ら
〈
二
れ
は
、
車
に
日
本
銀
行
の
指
欽
ば
か

b

で
は
ゐ
る
ま
い
ご
思
ふ
。

ぞ
れ
で
、
此
の
指
放
を
利
用
し
よ
う
古
す
れ
ば
、
興

へ
ら
れ
た
る
限
・
9
に
於
て
、
何
か
の
意
味
を
附
け
ね
ば

な
ら
な
い
o
何
等
か
の
意
味
に
於
て
瑚
解
L
な
り
れ
ば

な
色
な
h
v

。
本
誌
上
、
嘗
つ

t
汐
同
事
士
が
煩
格
指
数

或
は
分
類
指
数
な
る
名
を
以
つ

τ、
指
数
内
内
容

ω分

析
の
重
要
な
る
こ
ご
を
論
世
ら
れ
た
こ
ヰ
匂
こ
の
意

味
に
於

τ筆
者
の
深

f
敬
服
す
る
所
で
ゐ
つ

τ、
恐
ら

f
、
斯
か
る
道
を
閲
い

τ来
る
の
で
な
け
れ
ば
、
日
銀

第
二
十
四
巻

五
八
五

第

擁

四

骨格問瑛一民「物慣指駐白四輪車寅際」髄済事論集第二審第三五脚.p. ，87. 
H 沙見三郎民組湾統計研究に肱む
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雑

保

日
銀
相
指
利
用
由
一
指
標

の
指
款
を
利
用
す
る
ご
云
ふ
こ
正
は
、
無
意
義
の
こ
正

芭
な
る
で
ゐ
ら
う
。
同
準
士
が
、
真
に
債
格
指
放
の
度

数
分
布
を
扱
ひ
、
或
は
算
術
卒
均
に
代
ふ
る
仁
幾
何
平

均
を
用
ひ
、
或
は
基
準
の
捷
支
を
試
み
托
如
き
こ
ご

も
時
斯
か
る
努
カ
の
顕
れ
で
あ
る
ぜ
、
少
C
も
筆
者
は

解

L
て
ゐ
る
。

併

L
、
平
均
叫
慣
を
稜
旋
す
る
こ
さ
は
、
少
〈
も
日
銀

の
指
歓
が
本
来
有
つ
意
味
正
離
れ
る
こ
ピ
は
、
云
ふ
迄

も
な
い
o
筆
者
が
本
誌
前
披
に
迎
べ
た
意
味
に
於
付
る

貨
幣
伺
値
の
超
勤
を
測
る
指
数
正
し
て
は
、
幾
何
平
均

は
越
嘗
t
思
U
れ
る
の
で
あ
る
が
、
少
〈
h
問
題
は
別

ぜ
な
る
。
日
銀
の
指
紋
そ
そ
の
形
に
於
て
意
味
あ
ら
し

め
様
己
す
る
正
、
汐
見
皐
士
の
論
静
ら
晶
、
如
〈
、
其

内
容
た
る
圃
慣
椅
指
数
或
は
分
類
指
数
に
就
い

τ.
研
究

芯
吟
味
己
を
重
ね
る
こ
ど
は
甚
だ
適
切
で
あ
る
と
思
は

F
る
を
得
な
い
r
。
少
〈
h
一
つ
の
確
貨
な
方
法
で
あ

ま
旬
。

-一一

筆
者
は
、
右
の
様
な
考
か
ら
‘
嘗
つ

τ、

並
に
其
内
容
を
な
す
分
類
指
数
に
就
い
て
、

H
銀
指
数

其
の
相
瓦

第
ニ
十
四
巻

事
三
臆

五
人
六

回

の
聞
係
を
測
っ
て
見
た
こ
ピ
が
あ
る
。
計
算
営
試
み
た

時
の
少
し
(
古
い
た
め
に
，
最
近
の
材
料
を
合
ん
で
お

ら
必
こ
己
は
、
幾
分
遣
俄
で
は
め
る
が
、
迫
舗
は
他
日

を
期
し
、
取
h
敢
へ
守
日
銀
指
数
を
利
用
す
る
際
の
一

指
標

t
L
τ
、
識
者
の
奉
考
に
供
古
う
ど
思
ふ
。
勿

論
、
奥
へ
ら
れ
た
商
品
数
極
の
舗
格
比
率
の
算
術
平
均

を
求
め
、
之
を
n
T
頻
指
数
正
す
る
こ
ピ
自
健
、
ぞ
れ
が

何
ん
で
あ
る
か
、
甚
ピ
暖
除
た
る
を
苑
れ
な

V
P
夏
仁

進
ん
で
、
園
間
格
指
取
に
迄
捌
る
に
若
〈
は
な
い
V

が
、
併

L
、
恐
ら
(
債
格
指
叡
U
又
多
〈
の
銘
柄
に
就
い

τの

算
術
平
均
で
あ
ら
う
。
腕
が
、
こ
れ
は
秘
密
で
あ
る
。

そ
れ
で
、
分
類
指
叡
弘
、
ほ
U
V

極
化
の
性
質
を
闘
う
す

る
商
品
の
債
格
品
理
化

ω型
で
あ
る
ピ
般
定
仁
、
幾
分
の

目
安
t
L
ょ
う
正
一
五
ふ
の
が
、
本
文
仁
記
す
軒
算
の
目

的
で
あ
る
。
日
銀
指
般
の
吟
味
の
一
つ
の
足
場
で
あ

る
。
而
L
て
そ
れ
以
上
に
は
出
な
レ
。

計
算
め
順
序
を
究
に
記
し

τお
か
う
。

議
格
指
数
を
、
前
年
を
基
き
す
る
も
の
に
換
算

す
る
c

そ
し
て
、
右
の
材
料
よ
b
、
前
年
営
基
準
Z
す
る
物

接 同民.同組物価拘置由研寵，担持論破熔=十巻第三韓.量静岡緯.

" 目録。柑般は五十六橿白商品。倒崎医就量明治三十三年十周監基単正しτ倒
格の比串を求め、其白算術平均を臥てせるも白である.
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債
指
数
を
算
術
平
均
に
依
っ
て
求
め
る
o
斯
く
す
れ
ば
、
す
が
、
今
・
そ
れ
ら
に
就
い
て
は
問
題
ご
せ
守
、
此
等

日
銀
指
数
心
材
料
た
る
債
格
よ

h
、
前
年
に
拙
到
す
る
正
分
類
指
数
の
品
理
化
相
互
間

ω聞
係
並
に
そ
れ
ら
の
物
侵

し
い
勝
賞
或
は
下
落
率
が
求
め
ら
れ
る
。
期
か
る
方
法
指
数
に
劃
す
る
関
係
を
求
め
て
見
る
。
第
表
は
、
そ

を
さ
る
こ
ど
は
、
勿
論
、
日
銀
指
放
の
性
質
を
ぶ
せ
し
む
の
相
関
係
数
で
ゐ
る
。
相
関
係
数
は
零
よ

b

一
の
間

る
こ
正
に
在
っ
て
、
誤
差
法
則
の
興
へ
る
平
均
ぞ
採
る
の
値
を
一
市
し
、
そ
の
+
な
る
場
合
挙
行
件
起
の
聞
係
、

ニ
ご
を
日
的
ご

L
た
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
↓
な
る
場
合
に
逆
行
駅
係
宏
一
不
す
こ
ご
は
人
の
知
る
所

物
債
指
数
は
、
か
く

L
て
前
年
基
準
り
も
の
ご
な
っ
引
ゐ
九
日

I

鰍
洲
大
戦
E
云
ふ
特
異
な
る
影
響
の
あ
る
敏

に
が
、
次
に
汐
鬼
平
士
著
、
続
糖
統
計
研
究
の
末
尾
に
年
を
材
料
中
仁
合
ん
で
ゐ
る
か
ら
、
滋
に
得
た
柿
闘
係

附
す
る
分
刻
に
従
っ
て
、
分
断
削
指
数
骨
、
前
正
同
様
仁
欽
は
必
宇
し
も
安
定
な
も
の
で
は
な
か
ら
う
が
、
併
し

本

し

τ求
め
る
o

そ
の
結
川
本
は
第
↓
表

ω如
〈
で
ゐ
る

Q

過
去
に
得
た
一
つ
の
事
費
正

L
て
、
円
安
に
は
な
る
o

第
一
表
H
H

、
大
正
三
年
以
降
に
於
げ
る
商
品
債
格
的
一
一
叉
、
ぞ
れ
以
上
は
此
川
一
場
合
抱
ん
で
は
お
ら
な
い
の
で

捷
勤
の
般
態
を
想
像
せ

L
め
て
、
興
味
ゐ
る
蚊
中
を
一
本
あ
る
。
結
川
市
は
第
二
衣
山
如
〈
で
ゐ
る
。
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問
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料
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I
業
品

建
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材

料
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料
金

属

繊
維
工
業
品

調
味
料
噌
肘
品

穀

物

日
韓
指
般
利
用
由
一
揖
標

第
二
十
四
巻

査
入
入
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三
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岡
田

設
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第
二
表
よ
り
、
日
銀
指
紋
の
描
由
化
が
、
共
の
内
容
た

る
分
類
指
数
己
如
何
な
る
附
係
訓
何
度
に
在
る
か
、
又
一

の
分
類
指
数
は
、
他
の
分
類
指
数
百
如
何
な
る
関
聯
を
一

有
っ
て
援
化
す
る
か
を
窺
ふ
ニ
ピ
が
出
来
る
。
真
に
第
一

一
表
に
示
し
た
標
準
価
差
臼
延
期
ひ
れ
ば
、
右
の
聞
係
は
一

復
節
方
科
式

(
V
H
、
判
と
ご
し
て
興
へ
ら
れ
る
。
一

f

C

M

1

¥

 

こ
、
仁
は
右
の
結
川
市
を
一
々
説
明
す
る
・
』
己
を
目
的

ご
し
て
お
ら
な
い
。
た
い
γ

日
銀
指
数
の
賀
川
を
可
能
な

ら
し
め
ん
た
め
に
は
、
先
(
サ
比
百
性
質
を
理
解
し
、
意

味
を
知
ら
ね
ば
な
ら
?
』
ど
を
説

t
t
共
に
、
そ
の
一

指
様
ど
し
て
、
分
類
折
放
同
り
相
聞
係
数
を
示
し
立
の

で
ゐ
る
。
例
へ
ば
穀
物

ω値
段
が
騰
っ
た
ご
一
五
ム
ニ
ご

は
、
他
山
り
商
品
印
刷
削

r於
ν
て
如
何
な
る
岨
理
化
り
趨
っ

て
ゐ
る
4
Z
L
γ
意
味
し
て
ゐ
る
の
か
、
又
、
日
銀
指
数

の
鈍
化

μ
、
異
る
商
品
川
類
に
於
り
る
縫
勤
官
如
何
に

表
札

L
τ
ゐ
る
の
で
あ
ら
ヲ
炉
、
第
二
表
は
過
去
二
十

年
間
り
事
賞
正
し
て
、
之
に
劉
し
℃
、
何
等
か
の
答
を

な
す
で
ゐ

ιぅ
。
勿
論
指
数
を
烈
解
す
る
た
め
仁
は
真

に
械
々
な
る
分
析
Z
吟
味
E
e
T
必
要
ご
す
る
。
本
稿
仁

録

伊

大

利

山

リ

ラ

貨

引

k
銑
に
つ
い
て

雑

示
す
所
は
、
金
〈
そ
の
一
例
に
池
ぎ
な
い
。


